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No. 

六
省
一
一
一
一
一
平
方
♂
灯
、
人
口
約
六

万
人
の
、
州
立
カ
ン
ザ
ス
大
学
を

中
心
と
す
る
学
展
都
市
で
す
。

し
か
し
、
教
育
関
係
だ
け
で
な

く
、
敏
光
事
業
や
ハ
イ
テ
ク
皮
業

に
も
力
を
注
い
で
お
り
、
一
-
一
一

行

委

員

、

姉

妹

都

市

諮

問

委

員

ら

さ

ら

に

櫨

広

い

交

流

蚕

業

が

展

開

平

万

キ

ロ

ぷ

の

広

大

な

敷

地

に

調

査

代

表

十

三

人

が

出

席

し

て

行

ね

れ

さ

れ

て

い

く

こ

と

を

期

待

し

ま

研

究

所

を

設

立

し

て

、

ハ

イ

テ

ク

ま

し

た

。

ず

」

と

あ

い

さ

つ

し

ま

し

た

。

企

業

の

誘

致

活

弱

な

ど

を

一

展

開

し

ま
ず
、
ロ
ー
レ
ン
ス
市
と
平
塚
こ
れ
を
受
け
て
、
ロ
ー
レ
ン
ス
ロ
ー
レ
ン
ス
市
は
、
ヵ
ン
ザ
ス
て
い
ま
す
。

市
代
表
の
方
々
が
一
人
ず
つ
紹
介
市
長
は
「
ロ
ー
レ
ン
ス
市
長
と
し
州
北
東
部
に
位
胆
隠
し
、
面
積
五

さ
れ
、
続
い
て
「
河
市
は
、
教
て
平
塚
市
と
姉
妹
都
市
の
認
印
が

育
、
文
化
、
産
業
、
経
済
な
ど
の
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
慾
い
ま

各
分
野
で
青
少
憶
と
の
交
流
を
惑
す
。
ロ
ー
レ
ン
ス
市
民
も
大
変
な

じ
て
、
友
好
を
深
め
ま
し
ょ
う
」
喜
び
を
も
っ
て
迎
え
て
い
ま
す
。

と
い
う
、
趣
旨
の
盟
約
発
が
両
市
今
後
、
潟
市
が
様
々
な
分
野
に
わ

調
印
尚
一
は
、
平
塚
市
川
聞
が
平
端
部
流
検
討
委
員
ら
一
代
表
十
六
人
が
出
は
、
シ
ャ
l
リ
!
・
マ
ー
チ
ン
ス
か
ら
読
み
よ
し
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
た
り
、
す
ば
ら
し
い
交
流
が
行
わ

市
長
を
始
め
市
議
会
議
長
、
市
議
席
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
ミ
ス
市
長
〈
女
性
)
や
潟
工
会
議
J

閉
し
て
、
関
係
者
と
報
道
関
係
者
の
れ
る
ぷ
う
心
か
ら
望
ん
で
い
ま

会
の
各
会
派
代
表
、
開
国
際
親
善
交
お
い
で
の
ロ
ー
レ
ン
ス
市
総
か
ら
長
、
フ
レ
ン
ズ
オ
ブ
ヒ
ラ
ツ
カ
実
見
守
る
中
、
両
市
長
が
署
名
し
て
す
」
と
あ
い
さ
っ
さ
れ
ま
し
た
。

閥
単
約
蓄
を
殺
り
交
わ
し
、
堅
い
援
続
い
て
、
ロ
ー
レ
ン
ス
市
民
か

手
を
し
て
調
印
が
終
ね
り
ま
し
ら
平
塚
市
内
民
へ
と
、
ロ
ー
レ
ン
ス

た

る

有

の

代

表

と

し

て

同

席

の

画

家

ル

次
に
、
平
塚
市
長
が
「
…
一
十
郎
イ
ス
・
コ
ブ
ト
氏
の
水
彩
蕗
が
贈

万
五
千
人
の
平
塚
市
民
を
代
表
し
怒
さ
れ
、
平
塚
市
か
ら
は
、
市
内

て
、
心
か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま
を
伎
の
工
藤
甲
人
政
治
の
「
繋

す
。
平
塚
市
と
ロ
ー
レ
ン
ス
市
京
」
の
絵
が
鰐
ら
れ
ま
し
庁
一
。

は
、
こ
れ
ま
で
の
棺
互
交
流
を
遜
こ
の
後
、
会
場
を
品
惜
し
、
関
係

じ
て
、
両
市
の
友
好
と
信
頼
を
深
者
一
一
百
五
↓
人
が
参
加
し
て
祝
賀

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
会
が
行
わ
れ
、
和
や
か
な
交
流
が

両
市
民
の
念
願
が
か
な
い
、
姉
妹
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

都
市
の
提
携
を
給
ぶ
こ
と
が
で
き
市
長
の
み
な
さ
ん
、
い
よ
い
よ

ま

レ

た

。

始

ま

る

姉

妹

都

令

交

流

に

ぜ

ひ

ご

こ
の
援
雪
契
機
に
、
ム
コ
後
は
協
力
下
さ
い
。

平
塚
市
は
、
九
月
二
十
一
日
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
、
ト
平
塚
で
、
米
関
カ
ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ
ン

ス
市
と
、
姉
妹
都
市
の
提
携
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
河
市
街
で
教
育
、
文
化
、
産

業
、
経
済
、
青
少
年
な
ど
の
穏
広
い
交
流
事
業
が
出
版
財
閥
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
民

間
守
流
の
輸
が
広
が
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

鯛
縦
約
警
の
潤
網
開
州
が
絞
わ
り
、
都
品
い
媛
詔
?
を
す
る
潟
市
裟

訂

1
レ
ン
ス
市
代
表
向
山
の
一
行
し
た
。
そ
の
後
も
、
図
工
、
羽
聞

は
、
翌
弓
市
器
開
し
、
警
官
小
学
、
塁
問
、
体
斉
の
授
業
を
見
学

学
校
、
博
物
館
、
大
神
環
境
衛
生
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
教
室
も
児

セ
ン
タ
ー
、
総
合
公
開
闘
を
ゑ
喜
重
た
ち
が
大
歓
m
迎
。
お
礼
に
一
行

れ

ま

し

た

。

ほ

、

カ

ン

ザ

ス

州

花

「

ひ

ま

わ

崇
菩
小
学
校
で
は
、
児
童
の
鼓
り
)
の
シ
ー
ル
と
カ
ン
ザ
ス
大
学

包
隊
の
演
奏
で
迎
え
ら
れ
、
校
内
の
シ
ン
ボ
ル
ペ
ジ
ェ
イ
ホ
ー
ク
一

に
入
り
各
教
設
を
視
察
し
ま
し
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
用
品
章
一
人
一
人
の

た
。
高
楽
教
案
を
訪
れ
た
と
き
絢
に
取
り
付
け
た
の
で
、
子
供
ふ
た

は
、
児
童
の
管
楽
に
耳
を
傾
け
、
ち
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
大
事
官

先
生
の
弾
く
ピ
ア
ノ
の
メ
ロ
デ
ィ
ぴ
。
ま
た
、
校
舎
の
紡
鐙
で
は
、

「
悼
の
わ
が
家
い
(
カ
ン
ザ
ス
州
先
当
方
の
野
だ
て
で
く
つ
ろ
が

歌
)
が
流
れ
る
と
、
行
は
歌
い
れ
、
緑
の
芝
生
の
上
で
ゆ
っ
く
り

始
め
、
児
童
た
ち
に
コ
i
ラ
ス
を
歓
談
さ
れ
ま
し
た
。

聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
帰
り
に
は
、
す
っ
か
り
溶
け
込

認
す
一
言
葉
は
わ
か
ら
な
く
て
も
ん
だ
児
童
た
ち
に
取
り
屈
ま
れ
、

背
部
用
者
選
じ
て
滋
か
い
交
流
が
始
別
れ
を
惜
し
ん
ご
お
ら
れ
ま
し

ま

っ

た

よ

う

な

ム

ー

ド

に

な

り

ま

た

。

欄

門

M
j
レ
ン
ス
市
の

一た
~
れ
衰

え
J

入
先

し
長

慈

市
が
ス

口

ん

ン

父
レ

の
一

議

泊
先
つ了

、
ふ
す

で
を

師
陣
融
制

約

告
の
に

校

j
学
ご

小
ん

撃

だ

嬢

「

8月にローレンス市在訪問した膏生年派濠

簡の子供たちは、一行と湾会し大喜び

「ょうこそひらつかJの
数辺に大きな拍平を
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加
、
総
合
体
育
館
、
美
術
舘
等
の
一
改
修
事
業
費
の
追
加
、
仮
称
上
士
口

問
開
館
準
備
事
業
費
キ
絡
め
、
関
黒
一
沢
市
場
地
区
土
地
改
良
妻
来
の
準

支
出
金
の
内
定
に
伴
う
も
の
、
あ
一
備
経
費
な
ど
。
商
工
費
で
は
、
仮

る
い
は
来
年
度
以
降
に
予
定
し
て
一
称
東
閣
官
包
流
通
工
業
白
地
の
援
備

い
る
事
業
の
準
備
経
費
等
に
つ
一
と
必
要
な
準
備
絞
費
を
措
圏
直
し
て

い
て
鐙
畠
し
て
い
る
。
一
い
る
の

こ
の
結
果
、
既
定
予
算
に
今
回
一
土
木
費
で
は
、
道
路
改
良
、
側

の
補
正
額
一
二
十
二
億
六
千
五
百
六
一
溝
新
設
な
ど
の
生
活
道
路
の
整
備

十
万
円
を
加
え
る
と
、
…
般
会
計
一
鼎
閣
を
始
め
、
塑
閉
山
平
ビ
ュ
l
一ブン

の
予
算
規
模
は
六
百
八
十
五
億
一
一
ド
プ
ラ
ン
幻
の
推
進
に
向
け
て
、

マ
守
す
九
月
ニ
一
行
か
ら
照
会
己
れ
て
い
た
九
回
付
定
例
市
議
会
は
、
二
十
七
日
審
議
壱
・
ム
{
平
塚
市
選
挙
公
報
に
関
す
る
条
一
千
九
百
万
円
と
ぱ
っ
た
。
一
吉
岡
藤
山
公
明
幽
ト
イ
レ
の
整
備
費
の

マ
タ
一
終
え
閉
会
し
た
の
今
議
会
は
、
美
術
舘
の
設
鐙
及
び
管
明
暗
等
に
問
問
す
る
条
例
や
・
:
ム

mの
制
定
}
一
主
な
内
容
を
見
る
と
、
総
務
費
一
ほ
か
、
土
産
霊
蔵
整
備
事
業
費
在

V

一
雲
計
補
正
予
算
な
ど
十
五
議
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
:
:
:
ム
議
員
喜
市
長
選
挙
に
お
い
て
一
言
、
露
姉
妹
都
市
関
係
経
費
一
書
し
て
い
る
。

マ
可
決
さ
れ
た
。
去
、
最
終
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
功
労
者
の
表
彰
号
事
ム
慨
補
者
の
氏
名
、
経
夜
、
政
善
玉
び
選
挙
管
理
委
員
会
の
仮
設
事
一
教
育
費
で
は
、
美
術
館
の
絵
画

千

一

を

掲

載

し

た

選

挙

公

報

を

発

行

す

一

務

携

の

経

費

矢

民

生

費

で

は

駅

一

等

購

入

費

、

彫

刻

製

作

費

、

開

抽

出

ホ

ー

ル

マ
員
の
選
任
に
つ
い
て
も
法
認
さ
れ
た
。
な
お
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
o

'

白

ム

一

一

一

一

一

一

る

こ

と

に

な

っ

た

。

エ

ロ

(

ラ

ス

カ

東

側

)

の

主

主

記

喜

量

な

ど

に

必

要

な

経

費

マ

問

い

合

わ

せ

先

学

務

課

事

(

敬

章

一

一

一

一

)

一

二

{

平

塚

市

美

術

館

長

室

喜

一

一

警

護

正

予

算

一

駐

車

場

増

設

工

事

の

皇

室

計

一

と

、

美

術

館

の

襲

工

重

喜

一

一

係

(

内

線

五

一

一

一

一

一

)

{

公

平

委

員

会

委

員

の

査

一

網

野

手

雲

市

夕

陽

丘

一

理

等

に

関

す

る

条

例

}

一

一

上

し

て

い

る

。

一

上

併

せ

て

小

中

学

校

の

緑

化

一

教

育

委

員

会

で

は

、

来

年

凶

月

二

私

立

幼

稚

額

議

題

襲

撃

〕

一

I

l

i

-

-
小
川
保
(
平
塚
市
纏
二
五

O
二

幻

!

日

)

一

平

成

3年
3
5室
主
の
一
言
の
一
般
会
計
補
正
予
算
一
農
水
産
業
費
で
は
、
農
林
整
一
事
業
費
(
港
司
大
原
小
、
太
守
一
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
に
対
一

V
対

象

背

1
臼
現
在
、
私
立
一

{
臨
定
資
産
一
話
審
査
委
員
会
竺
季
語
(
平
塚
市
馬
入
本
町
弘
一
美
一
裂
を
「
平
塚
市
美
術
館
」
と
一
は
、
道
路
、
霊
童
毒
の
追
一
聖
書
、
霊
及
ぴ
謀
議
一
書
中
)
を
措
置
レ
て
い
る
。

τ、
体
の
書
義
蔵
状
態
章
一
幼
稚
撃
に
在
匿
の
幼
児
(
昭
和
一
志
村
良
平
さ
ん

詩
(
平
塚
市
田
村
六
一
一
)
一
リ
ド
(
平
塚
市
土
屋
一
一
一
八
一
品
主
見
詰
一

J
U
i
l
l
u
-
-
パペ
l

j

一

古

川

詩

臨

時

日

一

山

誤

認

品

川

口

一

法

務

大

臣

表

彰

西

諸

諸

「

一

一

七

一

Y

S

3
雑

誌

院

れ

一

決

毅

シ

i
Xン
覇

藤

一

日

当

日

町

民

間

唯

一

九

諮

問

が

日

日

時

謹

一

員

尚

一

計

刊

誌

目

立

建

一

)

一

産

業

経

済

1

福

祉

、

保

健

聖

一

事

業

、

入

館

制

限

、

市

民

ア

ー

ト

一

一

部

を

補

助

す

る

。

該

当

さ

れ

る

方

一

マ

手

続

き

に

必

要

な

も

の

皇

警

高

か

れ

、

志

宣

言

八
六
一
な
ど
、
需
の
公
共
の
喜
重
一
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ア
ト
リ
エ
、
レ
ス
一
今
年
度
も
十
一
月
九
告
白
番
一
変
わ
ら
ず
天
ぷ
ら
油
」
の
取
り
一
こ
れ
か
主
主
多
く
使
う
季
一
議
議
を
。
一
立
韓
国
嬉
革
審
補
助
金
交
付
一
ん
(
富
士
見
町
)
主
要
霊

一
に
貢
献
さ
れ
た
方
。
一
ト
ラ
ン
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
一
の
守
消
防
庁
)
か
ら
十
五
里
一
扱
い
不
義
に
よ
る
火
器
自
立
一
節
を
迎
え
る
。
室
長
十
分
注
工
就
学
護
雲
監
一
申
請
書
(
各
幼
稚
鴎
に
あ
る
こ
彰
を
受
け
ら
れ
だ
人
権
擁
護

之
喧
レ
イ
(
平
塚
喜
の
霊
差
し
た
。
警
を
一
票
一
一
一
で
の
一
週
間
、
「
ま
ず
消
そ
う
一
っ
て
い
る
。
一
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

0

7
対

象

昭

和

望

4
月
2
5
1
②

印

鑑

望

書

記

λ
し
た
一
委
員
と
し
て
昭
和
四
十
四
年
か

委

保

一

工

平

塚

民

震

基

雲

一

再

裏

目

・

大

学

生

言

、

一

奇

襲

無

関

心

」

を

ス

ロ

ー

一

謀

本

部

、

消

防

費

消

紡

分

一

帯

動

制

訓

練

を

一

ら

前

年

4
月
1
日
ま
で
に
幸
一
議
機
関
の
護
(
護
局
は
徐
一
良
マ
臼
ま
で
霊
的
に
人
様
相
説

話

玉

)

一

小

e

申

す

5
丹
、
小
学
生
以
下
一
ガ
ン
に
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
一
面
で
は
期
間
中
市
民
の
み
な
さ
一
一
れ
、
市
内
に
住
民
登
録
が
し
て
あ
一
く
)
一
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
評
慨
さ
れ

じ

J

で
義
一
雄
(
大
警
東
小
磯
八
一
無
料
(
金
襲
警
)
と
な
っ
て
一
芸
運
動
が
実
施
さ
れ
る
。
一
ん
に
消
火
器
の
正
し
い
使
い
方
や
一
一
品
層
建
築
物
災
害
に
鍛
え
て
の
一
る
幼
児
一
マ
申
請
富
山
月
昔
(
月
二
た
も
の
て
今
図
書
で
は
五
人
一

一
五
一
元
平
球
市
議
室
長
)
一
い
る
。
去
、
併
せ
て
一
美
術
館
協
一
需
に
お
け
る
火
災
発
生
件
数
一
応
急
手
当
の
方
法
室
、
火
災
三
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
る
。
当
日
は
一
該
当
す
る
室
長
、
立
中
了
目
白
(
金
)
市
役
所
霊
1
場

一

言

彰

さ

れ

た

一

関
で
藤
森
重
(
平
塚
市
平
塚
2
了
一
警
の
設
事
に
つ
い
て
も
規
定
一
は
九
月
末
現
在
五
十
九
件
と
な
っ
一
紡
喜
重
け
る
ほ
か
、
多
く
の
一
サ
イ
レ
ン
亭
鳴
ら
す
の
で
、
火
災
一
に
遇
知
書
送
付
す
る
。
な
お
、
一

1
1
j
i
l
I
l
l
i
-
-
i
i
l
一

関
誠
一

B
2
1日
一
字
塚
歯
科
医
師
会
一
し
て
い
る
。
一
て
お
り
、
空
間
降
雪
比
べ
て
一
人
が
集
ま
る
病
院
や
一
ア
パ

iな
一

と

お

間

違

い

の

な

い

き

に

。

一

外

語

の

幼

児

で

入

学

を

希

望

す

一

一

寸

霊

雪

字

詰

め

の

原

稿

用

一

安

一

会

長

一

{

平

塚

市

病

院

霊

長

撃

に

一

一

一

亙

減

少

し

て

は

い

る

も

2、
一
ど
を
対
象
に
、
火
災
に
対
す
る
安
一
斉
詩
首
9
日
(
金
)
午
前
一
る
場
合
は
、
外
関
人
登
録
証
と
主
婦
人
の
つ
ど
い
一
紙
5
枚

以

内

一

翠
一
会
警
五
郎
(
平
塚
市
紅
谷
町
一
関
す
る
条
例
の
一
部
塁
手
て
こ
ん
ろ
」
に
よ
る
火
災
が
十
六
一
全
対
策
が
で
き
て
い
る
か
ど
忠
一

9
時

翠

1

一
畿
を
持
参
し
、
学
護
保
健
重
一
字
文
を
募
集
一
マ
応
募
期
限
背
初
日
(
火
)
一

酉

…

1

U

平
空
間
工
会
議
所
会
一
票
一
、
市
民
病
院
本
館
山
の
改
修
一
件
と
一
番
多
く
、
そ
の
中
で
も
精
一
検
査
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
一
マ
ム
議
海
震
デ
パ
ー
ト
一
係
(
内
線
五
一
三
へ
。
一
{
一

震

工

事

交

行

っ

て

い

る

が

、

背

に

一

fi--濯

=s?ititti--iFiji;;i守

:
E令
毛

iJ寺
寺

i是

i?;;一怠怠;Ei是主ミz主
一
?
一
市
で

Eは女
奪
性
と
員
男
性
誤
が
協
男
カ
し
L一
女

性

の

つ

ど

い

完

成

す

る

た

め

、

今

ま

で

の

診

療

一

一

役

の

決

ま

り

の

表

情

を

う

ま

く

と

一

沢

一

郎

a

佐
々
木
鶴
雄
(
横
須
賀
一
て
暮
ら
し
て
、

7
る
社
会
に
つ
い
一
自
分
探
し
の
旅
立
ち
と
題
し
た

科
目
に
精
神
科
を
加
え
て
お
科
目
一
本
選
号
が
最
鍾
秀
一
ら
え
る
と
語
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
す
、
田
中
和
夫
(
逗
童
相
一
て
考
え
て
も
引
た
め
に
、
毎
年
一
女
性
の
つ
ど
い
が
関
か
れ
る
。

と

し

た

。

芝

、

病

室

を

現

行

一

一

周

号

室

皇

り

入

れ

た

山

口

一

震

夫

(

活

八

幡

)

、

峯

尾

壮

一

一

月

に

市

民

セ

ン

タ

ー

さ

章

一

マ

日

時

U
E
E
(金
)
午
後

の
一
二
百
六
床
か
ら
五
百
床
に
改
一
正
一
平
塚
七
夕
ま
つ
り
室
コ
ン
三
応
募
一
千
一
二
富
士
一
占
(
昨
年
一
高
次
さ
ん
(
花
水
台
)
の
ぞ
一
(
♂
一
宮
町
)
一
婦
人
の
つ
ど
い
」
高
い
て
い
る
一

6
誌

分

1
8詰
分

)

た

。

一

1

主
一
れ
?
木
選
り
だ
」
の
作
品
が
最
優
一
{
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
}
応
募
二
百
一
が
、
そ
の
会
場
で
発
表
し
て
も
ら
一
マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
ブ
ラ

{

平

塚

市

民

病

続

の

診

療

費

そ

の

て

一

秀

設

に

遜

ば

れ

た

な

お

、

そ

の

一

八

十

六

点

一

う

作

文

を

募

集

す

る

。

一

ず

団
…
ほ
か
に
入
鐙
さ
れ
た
主
主
々
は
一
マ
推
薦
葬
#
子
(
雲
市
二
握
手J
る
社
会
に
あ
っ
て
、
一
マ
語
法
政
大
学
重
量

制
一
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)
一
。

9

0

1

v

一
女
性
は
今
、
女
性
の
も
つ
豊
か
な
一
錦
子
さ
ん

主
{
一
般
の
話
量
一
千
五
十
六
一
来
年
主
主
り
の
日
程
一
議
カ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
す
重
あ
な
た
は
之
さ
デ

恥

一

点

一

が

決

ま

っ

た

。

一

一

よ

う

な

時

代

の

中

で

、

生

活

体

験

一

レ

ラ

?

慌
一
マ
優
秀
賞
小
笠
原
近
久
(
秦
野
一
…

t
ミ
ス
七
夕
コ
ン
テ
ス
ト
-
一
や
阜
市
活
動
を
巡
し
て
、
日
ご
ろ
一
マ
定
員
沌
人
(
先
着
閥
)

ん
一
市
)
、
白
鳥
ト
ミ
オ
(
横
浜
市
)
一
一

6
月
2
日
(
日
)
、
市
民
セ
一
感
じ
て
い
る
女
性
の
あ
り
方
に
つ
一
申
し
、
診
が
は
、
い
ず
れ
も
一
γ
出

国
一
マ
特
選
問
本
塁
(
震
)
、
一
ン
タ
1

一
い
て
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
一
平
塚
市
宝
町

3
1
2っ
か

紘
一
増
田
一
時
一
時
(
藤
沢
市
)
、
島
豆
一
主
タ
ま
つ
り

7
月
4
日

一

き

た

い

。

一

ス

カ

イ

プ

ラ

ザ

内

平

塚

市

役

所

地

同
一
(
裾
野
市
て
鈴
木
敏
明
(
浦
和
一
(
木
)
1
8日
(
月
)
一
な
お
、
応
募
の
中
か
ら
六
人
の
一
域
づ
く
り
諜
婦
人
行
政
担
当
(
霞

{

角

谷

光

夫

(

代

官

時

)

、

棺

方

に

発

表

し

て

い

た

だ

く

。

一

話

ね

i
七
五
Q
O
)
へ。

(2) 平 成Z主年号 01'弓守 58第 4ア守苦号

円
以
月
収
日
(
月
)
は
、
即
位
礼
衣
般
の
儀
の
行
わ

れ
る
臼
で
、
間
出
民
の
休
日
と
な
り
ま
す
。

の
一
部
を
改
正
}

平
成
3
年
I
Rか
ら
人
間
ド
ッ

ク
を
開
設
す
る
た
め
、
人
間
附
ド
ッ

ク
縫
験
診
断
料
を
加
え
た
。

{
工
事
請
負
契
約
の
締
結
}

・
仮
転
再
入
ポ
ン
プ
場
築
造
工
事

(
土
木
)
。
請
負
先
株
式
会
社

一
二
億
七
百
四

⑨ 
円
以
月
ロ
臼
(
月
)
は
平
常
ど
お
り
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
日
間
月
ロ
只
(
丹
)
が
休
館
で
明
Z
U
B
(
火
)
が
振
替

休
館
に
な
る
施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

。済措・土木等作業員(発)…若干名

。看護補助員(女)…....・ H ・ 3名

。校務作業員(男)・ H ・a・.... ・・ 1名

。給食鋼連員(女)….........若子名

・資格 中学校以上そを卒業した健康な方

で、昭和30年 4!'126以降に生まれた

方

。受験申込書暑の務求先

・清掃ー土木等作業員、看護補助員は、

市職員課人事係(内線321)へ
・枝務作業員・給食調理員は、教育委員

会総務課庶務部(内錦町1)へ

。受付期務 10月四日 ~10月 25 日

G
一
離
法
諌
相
識
四
月
げ
白
(
水
)
、
山
品
目
(
水
)
、
目
白
(
水
)
、

日
月
7
日
(
ホ
)
、
同
日
(
水
)
、

予
約
制
(
電
舗
で
も
苛
)
、
日
時
5
日
時

。
登
記
‘
散
説
、
謝
鐘
相
髄
日
月
9
日
(
金
)
、
日
時
i
H時

。
一
融
市
民
相
鵠
毎
日
(
た
だ
し
、
土
噛
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
・
第
2
9
第
4
土
曜
は
融
く
)

。
消
費
生
活
相
続
日
月
四
日
(
金
)
、
訪
日
(
金
)
、

日月
2
日(金)、
9
日{金)、
9
時
1
日時

。
定
問
年
金
相
談
日
月
8
H
(
木
)
、
四
時
1
日時

〈
〉
発
明
考
章
特
許
椙
韓
日
月
5
日
(
月
)
、
問
時

stu時

。
下
輯
取
引
梧
鼓
叩
月
四
日
(
木
)
、
日
時
却
分
1
日時

。
住
宅
相
麟
(
新
語
補
躍
な
ど
)
四
月
四
日
(
火
)
、
日
時
5
日時

を
青
少
年
相
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ム

M
l七
一
一
一
一
一

月jj

、
金
曜
日
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
楢
『
さ
と
は
n

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
!
七
八
一
一
一

O

月jj

、
土
曜
日
9
時
5
日
時
泊
分

議

社

会

館

お

i
一一一一一一一一一一一

や
む
翠
」
と
相
鋭
毎
理
月
瞳
日
、
日
時
ー
ら
日
時

〈
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
酷
樟
週
月
，
、
金
曜
日
、

9
時
1
国時

(
土
曜
日
詰
ロ
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
壇
は
除
く
)

。
結
婚
相
談
華
週
日
曙
日
、
日
時
3
日時

(箪
3
日
曜
日
を
酷
く
)

。
母
手
相
談
垣
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
3
M
時

。
寧
躍
市
品
盤
摺
畿
一
時
週
月
，
、

J

金
曜
呂
、

9
時
3
日時

。
高
齢
者
職
難
相
鶴
一
時
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
四
分
3
日時

(
土
曜
臼
は
日
時
ま
で
、
第
2
・第
4

土
曜
日
を
酷
く
)

。
購
入
相
談
師
月
第
3
木
曜
日
、
四
時
5
日時



(3) 

社会福祉協議会

の
1名

高等学校以上を卒業し た健 鹿な

昭 和25年 1月 2日以障に生ま

し
さ主主きるよろこび

?詰F.!2 沼{お〉午後 1時開章者

市民センターホール

[出演1
・フォーク歌手小家主事
.崇善小学校鼓詰捧

・大野東老人クラブ

，進和学愚器楽横書クラブ

.シャボン玉杉山兄弟

。入場整理#

公民館、 M

問 い 合 わ せ 福 祉 総 務 謀 庶 務 保



みごとに完成人務タ ワー

日
曜
日
に
行
わ
れ
る
予
定
の
小

学
校
の
運
動
会
は
、
台
風
ぷ
l

号

の
た
め
経
刑
制
と
な
り
、
平
日
開
催

と
な
り
ま
し
た
可
子
供
の
応
援
に

ν

行
け
ず
に
残
立
た
っ
た
人
も
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
ず
供
た
ち
は
今
日
の
…

た
め
に
線
皆
を
レ
て
き
た
緩
み
立
持

て
体
燥
で
、
み
ご
と
に
人
間
ピ
ラ

ミ
ッ
に
や
人
隠
タ
ワ
を
完
成
さ

せ
、
応
援
に
き
て
い
た
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

低
学
年
の
兇
量
の
お
ど
り
に
も

ぺ
か
わ
い
い
」
と
い
う
戸
が
、
あ

ち
こ
ち
で
院
か
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
走
っ
た
り
、
お

ど
っ
た
り
と
元
気
に
動
き
ま
わ

り
、
ま
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

は
、
ア
ア
供
の
雄
獲
を
記
録
し
よ
う

と
、
カ
メ
ラ
本
手
に
校
一
一
民
を
走
り

ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

v-らっち、

争
中
高
生
弁
当
(
阿
見
以
内
二
台
体
育
館
2
階

会

議

室

一

川

白

一

?

一

介

す

一

九

一

③

勤

労

者

弁

当

(

四

百

円

以

内

)

一

マ

応

募

期

限

ぬ

月

汎

日

(

水

)

一

一

者

、

歴

内

一

⑤

シ

ル

バ

ー

弁

当

(

凶

百

円

以

内

)

一

マ

応

募

、

は

が

き

に

葉

、

氏

一

一

時

期

糊

広

州

一
日
時
世
一
刊
誌
一
品
開
計
一
一
宮
内
古

フプJ

〈
〉
一
怒
本
サ
y
カ
i
v
iグ
一
部
公
式
戦
(
有
料
)

頭
♂
般
一
千
円
、
出
・
高
校
生
六
白
円
、
小
学
ι

・訪日月刊
ω
日
(
日
)
汐
時
十
白
河
対
ヤ
マ
ハ

-Hμ
月
3
ペ
コ
(
と
)
日
符
京
支
対
古
河

。
コ
ニ
カ
カ
ッ
プ
(
者
料
)

探
〔
け
本
サ
ッ
カ
ー
リ
グ
一
一
部
と
同
級

ゅ
一
山
仁
川
幻
行
(
水
)
問
時
打
口
産
対
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

@
口
汚
7
月
(
水
)
川
口
時
東
芝
対
日
産

八
〉
口
同
本
サ
ッ
カ
ー
ソ
j
グ
一
一
怒
公
穴
齢
制
(
有
料
)

諜
中
学
生
以
土
問
百
円

a

一
山
町
刀
打
日
(
水
)
日
時
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
対
日
い
す
7

製
作
所

em月
引
抗
日
(
水
)
同
時
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
対
京
都
ク
ラ
ブ

〈

va本
ア
メ
ッ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
i
ル
公
式
戦
(
有
料
)

封
一
般
一
千
円
、
中
e

高
校
生
凶
百
円

e

ぬ
月
初
日
(
土
)
刀
将
一
一
越
レ
オ
ド
ー
ル
対
東
京
選
カ

日
付
日
時
内
外
医
煉
製
品
対
得
水
晴
世
話

。
開
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重寵4ブ守号吾(5) 

汚 3沼

市畏センター

。5草野f合体事著書室〈電話31-3悶 7)

-開披撞語 卓球、バドミントン、パスケッ

人軟式躍球 (--16時〉、パレー (16時~)

月2213(河)午後 1時~午後 8特

11月 5 ヨ(尽) I! 

。金環公民童書体害警鎗(電話31-2136)

く〉金良公.et';縁体宵書官(電話回一0101)

※金田 a 金自公民館の開放臼と開放糧呂は同

じ

・関車交j種目 パレー(9時 -13時)、パドミン

トン、卓球 (13時~日時)、ハスケット (16

時~20時)

・1l}'j5沼{丹〉午務 9時~午後昌時

• ll)寺19臼(汚)ノ/

※ 12月分の申し込みは11月 1臼 9時から
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1
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(
日
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8
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関
東
地
反
大
学
準
硬
式
野
球
大
会

1時間演

地域社会と人間

鈴木健二氏

熊本県立議場舘長

マ

綿
一
ア
議

-先着 1，4∞人
@問い合わせ 地域づくり諜市民文化係
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四
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持
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分
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へ
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(

小
学
生
以
下
の
入
場
は
保

チャリティセール
告物、塩ピ製品 まな板、

ずの子、壁掛、封筒、鎖、

ちりとり、はきぎれ(裏地等)

擬木の数物、鏑敷等

実演コーナー
表 札 、 包 丁 と ぎ 、 ま な 板 淘j

り

技量告相談コーナー
自転車、態物、差是等

問 い 合 わ せ 勤労金書官(電話32---3355)

居

公博物轄 千254i照明書JlZ-41 電話33'~51日

台こども稜葱重量

む 10月21日(臼 10時， 14時、 3構ホーん

「ピツピの新しい習輯j 康民央画、 88分

む 10J'J28S (臼 10時， 14時 3階ホノレ

「月の障の損」 アニメ、 15分

f子品師j アニメ、 15分

「くまの子ワーフ」 アニメ、 18分

女時実務会

岱1l~ 4 B (13) 10時-14時、 3階ホ jレ
「平家物ゲ語 25分

平家物語の成立や特徴安解説する。

「士と炎と火と 315テ

七と炎の芸術家・清水-9il 郎 自 作 陶 ぶ り を

咽臼時 10月26臼 〈金) 18時~20時

・会場博物館科学教室、崖上

'"サマーセミナー重量
亙休み期間中、小⑤中学生を対撃に行われ

たサマ セミラーの捧子を紹介する。

'期間 11月木)、 29!~-:l (木〉

内容観察会のパネル写真、グJレ ブごと

の尭表内容撞r示

す害寄自警ふ:コーナー食とさ主j話j

雑木林に見られるいろいろな種類の木や、

材質の良さを生かして作った道具嬬を展示す

る。 (~lO月羽田〕

③皇室のーさ主パート

震がどとから生まれ、

話。 (--11月 4G) 

……一合体舘自 揮週月曜日、月末、 11月 3[:l、 13

食事警年スポーツ者主主主「ヱアロどタスj

・日照日月四日~12月 18B !L毎週火曜日 19

時~20時30分、全 5 白

色金場 青少年金館集会室

・対象 29議までの男女20人く先着摘〉
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す初級速記数宮室

w 日程 11月27臼--41323日的揮週火曜日 19
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・対最高校生30人く先着順〉

・参加費 4，000円(テキスト代)

台開館時間

火~土曜日 9 時~21時四分
(日曜日目み 9 時~17時〉

会体鯖縫 毎週月曜日、日月 4日、 13日

官帯金年金倉吉

守出浅間町12， - 叫 電 話32--，7029

合案をJl，る会f秋のJilとこと還を箆ょうj

秋の星空を甑寵したり、

獲を望遠鏡で眺めてみる。書加自由
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生

と

食

妊

〈

日

中

撮

自

信

円

中

拭

(

期
5
版
体
日
の
凶
蟻
食
期

前
月
妊
婦
月
歯
月
妊
昼
接

購

U

U
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鰯

糧援対象 2捜 6か月まで目荻幼児

盟会場 平塚保埠所

輔相談 ll;:j5日、 19[-J

臨時間午前 9時へ 10時

盟申し込み竜話で平塚保舘r¥)Iへ。

盤対 象 3か丹以止 4歳未満の乳幼

6週間以上の間輸で 2民党け

る

摺受付時間斗後 Z 時30分，~ 3時

※の会場:ま今後 2時へ 3

(10月]

16t:_-i イEJJ，，-i}I吏貧官

17口 組北公民館、液中央農協と沢

支所

四日 福祉会館、※種目公民館

19日 大野公民館、横内公民輯

26日保健センタ

生後10か月から 1歳未満の乳幼児

が受ける漣康診査母子鑓鹿 F幌別

問 jを持参のうえ指定の援時機関で

受拾を。

ミルクょ

う隆太郎ちゃん。何でもよく食べ、

あいきょうがいい。児の明太郎ちゃ

ん (1歳 8かJ-J)にいじめられ Cも

馬乗りになられ亡もにこにこ。みな

さんに愛されるような子に育てたい

とママ。パパもやさしい。

こL

震震対象 乳幼児

襲撃相談日 毎週水曜日

翻時間午前 9 時30汁~.._10時 30分

離会場保健センター

額内容体重制定、栄華、

て方、予防接撞のことなど

盟母子陸騎手帳を持多

増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
の
と
き
に
一
式
)
、
事
務
用
い
す
、

は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
マ
ァ
サ
ー
ジ
器
、
ブ
ロ

の
で
、
こ
了
玖
房
。
火
、
電
気
ミ
シ
ン

円v
不
用
品
説
B
T鶴
構
報
は
つ
諮
っ
て
く
だ
さ
い
歩
行
器
、

地
雨
明
づ
く
り
課
内
民
生
活
保
(
内
線
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
カ
チ
ェ
ア
!
、
ピ
ア

二

六

一

)

へ

。

ノ

、

ι
供
用
自
転
車
{
男
子
)

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
問
い
沿
わ
せ
が
〈
〉
諮
り
ま
す
七
五
一
一
一
セ
ソ
ト
(
和
哉

月 25 (問)
・塁塁の部 午稜 1時間璃

・夜の部午接 5時グ

市民センタ…ホ…jレ
魚麗宗五郎、太刀盗人、お目見得口J二

尾 上 靖 五 郎 、 河 原 崎 権 寸 郎 、 島 松 助

市村高次郎外

く〉入場料特等席 4.000円、 l等席 3，0加円、 2

等滞 2，0凶円(市民センターで発売)

0前持参学 市民セン夕 、チタットセゾン、ヤン

レイレコード、橋元監楽器居、なでし

ζ欝扇、文栄輩、花水害居、ヨネザワ

楽器、サクラ欝庖本届

苦言

とこ
O繍由

。出瀦者

一致務iま霊堂f警と議後与をもって議てようー

議近、犬や箔のぎ汁苦手が増えている。飼い主

の方は、次のごと告よく守って他人に迷議を

かけ ないようにしよう D

o近所iこ詰主総をかけないJむ絞り を

① 4島幸罫なければ不挺、去勢手術を

φ犬の賞主主診は、必ず fふんの姶京j

鱗の建費F再jを

o犬。う放し護持い以滋議室。絶対にやめよう

「事1き

担当 健綴課



家
庭
の
生
ご
み

を
細
か
く
砕
い
て
排
水
と
一
緒

に
流
す
こ
と
の
で
き
る
デ
ィ
ス

ボ
l
ザ
!
と
い
う
器
具
が
あ
る

と
開
い
て
い
ま
す
が
、
環
境
へ

の
影
響
が
心
配
で
す
。
川
の
浄

化
の
た
め
に
は
市
民
ひ
と
り
ひ

と
り
の
配
慮
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

(
篠
出
品
銭
湯
裕
文
書
ん
)

河
川
の
汚
濁
に

一
お
答
え

:
j

つ
い
て
は
、
ご
指

繍
の
よ
う
に
、
一
般
申
告
庭
か
ら

の
守
ゾ
市
排
水
が
主
な
点
お
と
な

り
、
金
回
川
や
渋
白
川
の
場

汚
濁
の
約
八

orが
生
活一

第 4ブ守望号

マ
定
員
加
入
(
先
着
順
)

※
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
込
平
塚
市

社
会
福
祉
協
議
会
(
電
話
担
i
二一一一

三一一一)へ。

マ
詰
験
日
日
月
日
日
(
日
)

マ
会
場
東
海
大
学
期
南
校
舎

マ
願
書
受
付
日
刊
丹
、
訪
日
ヘ
火
)

7
司
受
付
場
所
県
農
業
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
予
防
諜
危
険
物

保
(
内
綿
一
一
一
九
二
)

建
設
省
で
は
、
現
在
景
観
検
討
諜

整
会
議
を
設
置
し
高
指
橋
等
の
景

観
E

構
造
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

こ
の
度
、
必
要
な
調
査
む
環
と
し

て
地
長
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
汗
ち

マ
期
間
日
月
中
旬
1
平
成
3掠
3

月
末

7
区
間
新
聞
南
国
道
日
期
(
茅
ヶ

崎
市
柳
島
1
大
酵
町
東
町
2
丁
自
)

門

v
問
い
合
わ
せ
先
建
設
省
槙
浜
直

道
工
事
争
務
所
調
査
第
二
課
(
電
語

。
四
五
一
一
一
二
二
九
八
一
)

ご
み
の
フ
ォ

j
m
フム

ご
み
問
題
を
考
え
る
抽
奈
川
ガ
ポ

口
ジ
}
フ
ォ
!
ラ
ム
が
開
か
れ
る
。

洗
剤
の
治
正
使
用
等
が
国
民
の

責
務
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

食
用
池
は
流
さ
な
い
と
か
、

呂
の
細
か
い
三
角
コ
ー
ナ
ー
を

使
う
な
ど
、
各
家
庭
で
一
配
援
す

マ
日
時
日
月
8
日
(
木
)
午
後
1

時
泊
分
3
4
時
却
分

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
定
員
五
百
人

マ
申
込
先
県
庁
環
壇
部
理
境
整
情

諌
(
電
話
。
四
五
二
O
…
一
一

一
一
内
綿
一
一
八
O
六
)

か
な
が
わ
女
性
会
議
で
は
、
女
と

男
の
い
い
間
保
を
テ
2

マ
と
し
た
別

部
南
地
区
交
流
会
を
聞
く
。

マ
日
時
叩
月
幻
自
(
七
)
午
後
1

寺
O
ネ

J
i
g寺

日
3
づ
l

t

H

M

V
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

マ
問
い
合
目
せ
先
県
立
婦
人
総
合

k
ン
タ
1
(
電
話
。
凶
六
六
1

訂

一
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
一

平
田
部
郵
檀
昂
で
は
、
喪
開
と
昼
間

の
ア
ル
ハ
J

ト
を
募
集
し
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
同
郵
檀
局
総
務
課
(
電

話
回
一
一
O
二
へ
。

高
齢
者
等
地
域
職
業
総
合
相
談
会

が
開
か
れ
る
e

マ
日
時
四
月
間
日
(
火
)
午
前
日

時
1
午
後
4
時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

ザ
問
い
合
わ
せ
先
平
離
公
共
職
業

安
定
扇
(
竜
語
幻
l
u
一0
0
)

チ
ャ
リ
テ
ィ
渓
奏
会

平
壕
構
奏
家
協
会
で
は
、
事
2
回

定
期
横
者
会
を
開
く
。

マ
日
時
山
円
出
日
(
金
)
午
後
7

長
J
L
J

マ
会
場
中
央
公
民
抽
出

マ
入
場
料
般
一
千
円
、
学
生

千
円
(
全
自
由
席
)

ヤ
問
い
合
わ
せ
先
同
調
奏
家
協
会

事
務
局
(
電
話
泊
四
一
一
九
一
)

公
開
問
料
副
総
会
が

「
南
北
問
題
」
に
つ
い
て
、
専
門

家
や
留
学
生
を
交
一
え
て
公
開
討
論
会

を品開く。

ヤ
内
容
南
北
共
布
へ
の
道

マ
日
時
日
月
2
ロ
(
金
)
午
後
1

br 

昨
日
刊
【
、

門
V

会
場
東
海
大
市
怯
前
記
念
館

門

v
問
い
合
わ
せ
先
策
海
六
学
文
化

部
連
合
会
(
電
話
回
i
二
一
一
二

-
ま
ち
か
と
ギ
ャ
ラ
リ
(
安
田
信

託
鰻
行
、
新
日
本
証
券
、
心
一
証

券
、
一
二
斐
錦
行
)

{
出
良
に
よ
る
絵
画
曾
写
真
雲

山
月
日
日
(
大
)
1
日
月
日
日
(
火
)

る
こ
と
が
河
川
の
浄
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。

ま
た
、
生
ご
み
を
粉
々
に
枠

き
、
ホ
と
と
も
に
排
出
す
る
デ

ィ
ス
ポ

1
ザ
ー
は
、
下
水
管
を

つ
ま
ら
せ
た
り
、
下
水
道
終
末

処
理
場
の
汚
泥
増
加
、
公
共
下

水
道
未
祭
儀
地
域
で
は
、
河
川

の
汚
濁
に
つ
な
が
り
ま
す
。

河
川
の
汚
濁
を
な
く
す
た
め

に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

をレ
h

a嘆の可し癖
晶、三K

 
3
 

排の躍脚

協
力
と
公
共
下
水
道
の
撃
備
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
渋

羽
川
東
側
の
下
水
道
整
備
を
進

め
て
お
り
、
渋
関
川
西
側
の
市

街
化
区
域
内
の
下
本
道
整
備

は
、
平
成
一
一
一
年
度
か
ら
実
施
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
(
環
境
保
全
課
)

(
下
水
道
管
理
謀
)

-
街
並
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
訂
以
1

尽
郵
摺

崩
){

調
葉
会
@
油
絵
〕
刊
月
日

H

(月

)
s
m
H
(水
)

{
ぉ
尾
谷
グ
ル
ー
プ
襲
6

絵
画
}

日
付
1
日
(
木
)

k

U
日
(
水
)

あたたかい社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
国
祉
ポ

ラ
ン
テ
J

ア
の
叫
成
必
ど
に
関
わ
れ

る
。
ご
協
h
H
を。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市
社
会
福

祉
協
議
会
(
電
話
お
一
一
一
一
一
)

へ0
7
社
金
椙
祉
基
金
へ
・
渡
辺
追
悼

J

十
五
百
一
十
五
円
、
岡
本
由
美
子

七
千
円
、
国
際
ソ
ロ
ブ
チ
ミ
ス
ト
吃

阜
ん
円
、
子
作
り
ネ
ク
タ
イ
J

愛

好
会
一
万
円
、
岡
崎
自
治
会
(
γ
r

御
住
五
千
ム
ハ
肖

n
r
一
円
、
丸
内
尚

一
万
一
r
f
R
円
、
六
畑
ん
八
千

五
百
十
円
、
矢
崎
刀
九
出
パ

11ハ
円
、
西
海
地
一
万
一
千
百
jr

四
門
、
入
山
瀬
間
1
七
百
七
十
一

円
、
ふ
じ
み
野
一
万
九
千
四
百
一
一
一

十
円
、
み
ど
り
ケ
丘
一
万
λ
子

百
十
八
円
、
別
北
刀
ト
問

円
、
市
営
団
地
五
千
力
百
八
十
一
一

円
、
問
崎
小
学
校
北
一
一
日
ト
υ

門
て
は
人
会
予
丹
、
神
部
合

蔵
一
万
円
、
子
副
部
ス
テ
3

シ
ョ
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ピ
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名
活
全
ト
五
汀
円
、
手
間
部
ス

ア
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ョ
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ビ
ル
十
五
万
円
、
東

京
地
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税
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七
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沼
環
支
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一
万

一
千
円
、
キ
ヨ
ジ
ャ
ズ
ダ
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ス
ス
ポ

ッ
ト
十
干
万
七
千
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四
円
、
間
一
戸

京
千
五
千
円
、
武
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新
太
郎
!
十

万
円
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花
水
地
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名
人
大
7
山
中
管
台

七
?
白
凶
十
円
、
今
井
宮
子
…
一
万

円
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つ
く
し
看
護
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家
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介
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一
h
円
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松
が
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福
祉
協

議
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一
一
一
万
円
、
大
村
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じ
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万
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サ
フ
タ
ウ
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つ
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チ

為
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テ
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ォ
i
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会

十
万
円
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瀬
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ふ
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五
千
円
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制
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レ
ピ
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第
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出
問
頭
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円
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添
削
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一
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九
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R
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へ
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務
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略
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一
YM
九
!
λ
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瓦
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札

民
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一
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弔
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八
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緩
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i
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極
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M
M

ス
ダ
「
機
レ
私
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ド
奇

ス
ボ
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拡
興
墨
金
は
、
ス
ポ
!

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ホ
ツ
同

体
に
対
す
る
助
成
な
と
に
慣
わ
れ

る
c

こ
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、

vrw都
市
ス
が
;

ツ
振
興
財
同
(
謎
品
お
り
一
口

一)へ。

マ
ス
ポ
ー
ツ
揖
興
基
金
へ
・
細
川

健
間
八
三
万
円
、
松
原
ソ
フ
k

ク
ラ

ブ

五

Tけ
、
サ
!
フ
タ
ウ
ン
ひ
ら

つ
か
チ
ャ
リ
テ
J

ウ
ォ
ク
実
行
会

員
会
十
万
円
、
伊
品
開
貞
夫
e

杉
山

安
子
小
宮
山
美
神
f
e
長
持
川

見
防
額
田
幸
出
原
初
予
了
怒
川
重

培
・
上
原
頭
・
拙
肝
久
子
・
鷲
尾
紀

行
・
山
口
和
洋
符
万
円

ゐ

抱

九

づ

O
力

/

/

匂

時

骨盤メ
r
A
Jぷ
「

略

コソ

V
J
4
J
4
剖

明

弘

刊

ウ凶ぷ/敬

み
ど
り
基
金
は
、
り
桔
化
河
体
の
助

成
な
ど
に
現
わ
れ
る
。
こ
協
力
否
。

問
い
台
わ
せ
は
、
公
園
緑
地
課
緑

政
係
(
内
線
一
五
問
)
へ
。

マ
み
ど
り
基
金
へ

e

苧
塚
市
中
央

農
業
場
同
組
奇

1
万
円
、
半
端
叩
ス

刀
イ
ハ
f
ツ
管
理
組
ん
打
力
一
一
千

五
百
ト
一
一
円
、
ド
塚
ス
ミ
セ
生
コ
ン

五
万
円
、
神
奈
川
一
一
菱
ふ
そ

-pv

動
車
販
売
ヂ
塚
常
業
所
万
円

。自稜

lOfJ30 

(火)13時 ~15

時:10分紅谷バ

ールロード、

ll!i 10 日(止)

10時~15時30

分紅谷ハ jレ
ロ}ド

oご協力ありがとうご5いました(雪月)

敬称略

なでしこライオンズクラブ、口ーターアクト、三

菱樹脂、 興製作所、三興製鱗、共栄工業

(以ヒ間体のみ)

良 くやけ時相あどち揮うい 一一 と長し子迷ときしがか
いなかなこ談そるいが端と形 一一ノゑ議凝議込 原、 Q しょ f共いそがたた、らえh

き君主主義主そ主義写室2寺 門設麟欝饗起目立量ね号明雲主主
とでおかし品 いじりイ七!怒 i交骨緩みぷ宝吋-.""1軍IC".J め 本らるミにまい将官ろ
き祭予 、くるいまて迂にツつ 税約執L議械 、いそ 主主向 ζ すだろ獄せ
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で
あ
り
、
な
か
な
か
閥
難
な
こ
と
禦
年
の
夏
、
友
人
と
連
れ
立
つ

で
し
た
。
全
体
に
簿
塗
り
で
新
鮮
て
軽
井
沢
の
つ
る
や
旅
館
に
滞
在
た
色
数
の
少
な
い
函
街
、
荒
々
し

な
感
触
を
も
っ
た
こ
の
絵
は
、
そ
し
ま
す
が
、
こ
の
時
、
偶
然
離
れ
い
ま
で
の
筆
触
は
こ
の
時
時
間
の
特

の
後
の
野
口
芸
術
に
見
ら
れ
る
様
に
芥
川
龍
之
介
が
治
ま
っ
て
い
ま
徴
と
い
え
ま
す
。
野
ロ
の
一
作
品
と

式
と
は
、
必
9
し
も
符
合
し
な
い
か
し
た
。
野
口
は
、
芥
川
が
東
穴
英
し
て
は
め
ず
ら
し
く
鎮
の
搭
写
が

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
才
哉
の
片
鱗
文
科
在
学
中
に
「
鼻
」
を
発
表
細
部
に
及
び
、
そ
の
反
弱
体
の
表

(
り
ん
)
を
十
分
感
じ
る
こ
と
が
し
、
夏
目
激
石
か
ら
徴
賞
さ
れ
、
現
に
や
や
あ
い
ま
い
な
と
こ
ろ
が

で

き

ま

す

。

ぺ

芋

粥

」

や

「

羅

生

向

い

で

新

進

あ

り

、

い

ま

ひ

と

つ

質

的

な

厚

み

娩
年
鎌
禽
に
住
ん
だ
画
家
野
口
作
家
の
地
伎
を
議
立
し
て
い
た
た
を
欠
く
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
こ

弥
太
郎
は
、
明
治
一
二
十
二
年
、
現
め
、
箔
で
一
芥
川
を
見
か
け
る
ご
と
れ
は
野
口
の
作
品
が
決
定
的
に
筆

を
の
文
京
灰
一
本
郷
に
生
ま
れ
ま
し
に
尊
敬
と
羨
(
せ
ん
)
望
の
気
持
般
の
冴
(
さ
)
え
に
さ
さ
え
ら
れ

た
o

父
方
は
佐
賀
議
の
支
藩
諌
早
ち
が
起
こ
り
、
グ
商
家
た
ら
ん
N

て
い
る
事
と
無
関
係
で
は
あ
り
ま

家
に
仕
え
た
旧
家
、
母
方
の
制
限
父
と
の
決
誓
宇
強
く
し
ま
す
。
野
口
せ
ん
。

は
文
部
次
官
、
貴
族
院
議
員
な
ど
二
十
一
歳
、
翌
年
二
科
に
初
入
選
し
か
し
、
モ
デ
ル
の
件
一
格
を
的

を
努
め
た
辻
新
次
と
、
大
変
恵
ま
を
果
た
し
ま
す
。
確
に
と
ら
え
な
が
ら
生
き
生
き
と

れ
た
富
裕
な
家
庭
に
育
ち
ま
し
昭
和
四
年
、
神
戸
か
ら
渡
欧
の
箇
鹿
に
構
成
す
る
力
量
は
、
野
口

た
3

小
さ
い
乙
ろ
か
ら
体
が
弱
く
途
に
就
い
た
野
口
は
四
十
臼
の
船
の
天
性
の
才
を
感
じ
さ
せ
て
、
好

内
気
な
性
絡
で
し
た
が
、
絵
を
播
旅
で
パ
リ
に
到
着
し
ま
す
。
昭
和
ま
し
い
作
品
ど
な
っ
て
い
ま
す
。

く
こ
と
を
好
み
、
体
を
こ
わ
し
中
六
年
、
サ
ロ
ン
・
ド
1
ト

ン

ヌ

に

(

学

芸

員

石

渡

尚

)

「
港
の
カ
フ
ェ
ヘ
「
リ
ヨ
ン
ベ
ル

県動物保護センター(電話5今 3411) 

では、やむを得ない事情で飼えなくなっ

た犬、猫の引き取りをf子っている。

当日、利用されるは印鑑、犬の鑑札、

投射諦禁、霊堂二えてF帳を持参していただき

たい。引き取り車の停留時間は]()分間。

なお、犬、猫についての苦情、相談や

野メこの捕獲依頼もrci]センターへ。

[10月22日(月)) (11月9日{金)]
8 ; 45 神間公民館 1-1: 20 
9 : 05 大野公民館 14: 

9 ; 25 讃賀公民蹄 14 : 50 
10: 55 古汐宅全ミfく 15:15 
11 : 13 
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